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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 感染対策研修がメモリアルホールにて17：30よりあります。参加してください。

· 9/29（木）19：00～20：30　八戸市公民館で４病院合同研修会があります。深夜入り、準夜勤務以外の人で、欠席する人は、欠席届を提出してください。

· 28日水曜に掛け布団はレストラン棟のリネン庫、布団カバーは本部洗濯場に準備しておくそうです。

· カウンターのPC故障。修理依頼しているが、それまでは協力して行って下さい。また、庶務室のPCなども使用して構いません。

＜作業報告・ミーティング＞

· 横山耕生様～診察がある度に表情が硬く、話を聞いたところタバコの本数を減らすことについて話があったとのこと。本人は禁煙したいと思っているが、18本／日吸っていて「やめたら暴れたくなるかも」と話しています。作業では色々やってみて、やって出来たという体験をしてもらい行動を起こしてみるという事に慣れさせるようにしていきたい。

· 小坂君子様～作業中は妄想等の発言無く、集中して行なえています。

＜注目患者様ケア状況＞

· 横山耕生様～本日青山荘に見学に行っています。青山荘についての説明を聞いているときはぼんやりした様子があります。施設としては良い雰囲気を感じたと話し、前向きな発言が聞かれています。病棟の対応としては、先の事で不安を訴えることがあったら、青山荘では何もかも一人でやるわけではないし、スタッフも24時間いて心配する事は無い等の声掛けをしていきます。

まずはやってみる事。実際に行い、問題があればその都度、スタッフとともに解決していくようにとアドバイスしていくこと。

· 小坂君子様～妄想などの話があったら、まずは話をよく聞く事。安易に否定せず、まずは一通り話してもらい、落ち着いた所で本人と一緒に、それが現実なのかどうか話してみる事。本人はこちらにアドバイスを求める事よりも、自分の事を聞いて欲しいという要求の方が強い感じがある。

· 坂本のり子様～本日、父が手術で外出しています。外出時、叔父の話しでは病院内でも一人になる事は無く、落ち着いていた。話もしっかりしていたそうです。本人に話を聞いたところ、あまり気にしている様子は無かったが、また、見舞いに行きたいと話しています。突然、「面会に行く」と出て行く可能性もあるので、ドアの出入りなど注意して下さい。

＜ケアプラン検討＞

· 木村梅子様～不調続いているが、精神症状なのか、身体不調なのか見極める為、＃１不調あり、日常生活に意欲を持てない。に変更しています。

＃１　不調あり、日常生活に意欲が持てない

　　Ｐ－１　精神症状なのか身体不調なのか見極める

　　　　２　嘔気、下痢、食事状態の観察

　　　　３　イライラ度

　　　　４　プログラム参加状況、意欲

　上記のケアプランをふまえ、日々の記録の中で実践していく。


































